
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
千葉県香取市東庄町病院組合　小見川総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 170

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 14 - ド 透 訓 救 - - 170

150

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　当病院は、組合構成市町住民並びに近隣自治体
住民の健康保持と福祉増進のため、急性期医療か
ら在宅医療までを総合的に担う地域の中核病院で
ある。
　また、公立病院として担うべき救急医療や一般
診療と民間医療機関では限界のある高度で専門的
な医療の提供によリ地域医療水準向上の役割を
担っている。

- 11,075 非該当 １０：１ 150 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経営の健全性を示す経常収支比率は100％を下
回っており、類似病院平均値と比較しても低い状
況にあることから、改善を図るため入院患者を確
保し、病床利用率を向上させる必要がある。
　また、医業収支比率は類似病院平均値を上回っ
ているものの、依然として100％を下回っている
ことから、前者同様に病床利用率の向上に併せ材
料費対医業収益比率を逓減させるため、取扱い医
薬品や医療材料の見直しを行うことが必要とな
り、更に人員の適正配置を行うことにより、一層
の職員給与費の縮減を図り効率的な経営を行うこ
とが必要と考える。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

45.2当該値 100.0 98.5 94.6 97.7 96.1 当該値 98.6 97.1

64,297 59,910

49.3 49.5

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

36.2 35.5 42.9 当該値 52.5 47.891.7 95.4 93.6 当該値 22.6 23.4

69.0 67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値 68.5 68.3

2. 老朽化の状況について

　施設は供用開始から40年を経過しており、老朽
化及び狭隘化が進んでいるため、病院の建て替え
整備を進めている。
　また、機械備品は老朽化が著しいものについ
て、現在、整備を進めている新病院開院時に合わ
せ購入を計画している。H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

23.6当該値 50.0 49.9 52.8 49.0 50.6

平均値 31,111

当該値 24.3 25.2当該値 8,245 8,781 8,773 8,859 8,39660,590 57,188 23.7 24.8当該値 57,850

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

H26 H27 H28

　「１．経営の健全性・効率性」の各指標の状況
を総合的に判断すると、類似病院平均値を下回っ
ており、改善が必要な状況といえる。このことか
ら、安定的な収益確保を行っていくためには、近
年減少傾向にある常勤医師を確保することが最大
の課題であり、医師を招へいするために様々な検
討をしていく必要がある。
　なお、現在建て替えを進めている病院の建設費
や新病院における医療機器等の整備費が経営を圧
迫することが予想される。当地域では今後、人口
減少が加速化することが見込まれるため、病院の
建て替えにあたっては医療需要などを見据え、病
床規模を縮小し適切な病床利用率を確保したうえ
で、医療水準を維持し効率的な事業運営を行って
いく。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

29,140,112 29,465,988 29,019,229

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

当該値 53.3 52.7 64.0 65.6 67.9

H28 H24 H25

当該値 27,574,882 29,097,529当該値 53.0 51.5 68.2 71.9 75.5

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5
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④病床利用率(％)
【74.2】
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③累積欠損金比率(％)
【63.6】
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②医業収支比率(％)
【89.5】
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①経常収支比率(％)
【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


